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新メンバーを迎えて

田原 太平 （理化学研究所・領域代表） 
 
 平成 25 年度に開始した本領域もすでに 4 年目を迎

えることになりました。今年度には新しい強力なメン

バーの方々に班員に加わっていただくことができ、初

心に返って皆さんと新しい研究領域を開拓に邁進しよ

うと心を新たにしています。 
 この機会に我々の目指すものについてニュースレタ

ーに改めて書かせていただこうと思います。この新学

術領域研究では、理論・計算科学、先端計測、物質創

成というこれまで異なる分野として発展してきた研究

領域を統合・融合し、我が国の学術研究に新しい潮流

を創ろうとしています。またこれを実現するために一

番大事なのは “人”ですから、異なる分野で活躍する優

れた研究者の方々の間に相互理解に基づく信頼関係を

構築していただくことが重要だと考えています。その

ような中で、個々の優れた研究のみではなく、背景の

異なる研究者の間の共同研究を生み、新しい研究領域

を拓こうとしています。 
 このような志の元、本領域では全班員の方に一同に

集まっていただく全体行事を年 2 回（合宿班会議と公

開シンポジウム）開催しています。この２つの行事は、

ボトムアップで研究を盛り上げ、共同研究について議

論していただく大変重要な機会ですので、研究代表者

の方はもちろん分担者の方も全員、全期間参加してい

ただき徹底的に討論を行うことにしています。領域代

表としましては、最初互いを知らなかったメンバーが、

本領域の活動を通して知己となり、｢全体会議に行くと

仲間に会える｣、｢仲間を見つけて新しい研究を始めら

れる｣という気持ちになっていただけると素晴らしい

と考えています。基礎研究では個人の視点、価値観、

美意識が本質的に重要です。多くの異なる個性をもっ

たメンバーの一人一人がおのおの時代を切り拓く気概

に燃えて研究が推進できる、そんな自由闊達な新学術

領域を皆様と作り上げたいと思っています。 
 最後になりましたが新たに今年度から加わっていた

だいたメンバーの方々のお名前と研究テーマをご紹介

させていただきます。５月３０日からの全体合宿会議

では新メンバーの方々が研究構想を発表されます。皆

で討論し、「柔らかな分子系」という新領域の確立に向

けて邁進いたしましょう！ 

公募研究班新メンバーと研究課題名（敬称略） 
A01 

金 鋼（新潟大・自然科学系） 
「水の粗視化ポテンシャルで探索する液液転移のメ

カニズム」 
森 俊文（分子研） 
「タンパク質の構造変化と化学反応が織り成す協働

的な反応機構の解明」 
八木 清（理研） 
「生体分子系に対する振動状態理論の開発と応用」 

A02 

後藤 祐児（阪大・蛋白研） 
「過飽和に制御される変性蛋白質の柔らかで大きな

構造相転移の計測」 
佐藤 久子（愛媛大・理工） 
「Ｄ－アミノ酸への転換反応追跡用次元拡張型振動

円二色性分光法の開発」 
伊藤 隆（首都大・理工） 
「常磁性ｉｎ－ｃｅｌｌ ＮＭＲによるヒト培養細

胞内の蛋白質動態解析」 
山方 啓（豊田工大・工） 
「柔らかな固液界面における化学反応ダイナミクス」 

A03 

相良 剛光（北大・電子研） 
「柔らかなシクロファンを用いた機械的刺激応答性

発光材料の開発」 
安部 聡（東工大・生命理工） 
「柔らかな細孔表面をもつタンパク質結晶設計」 

廣田 俊（奈良先端大・物質創成） 
「柔らかなループ部位の構造変化を利用した機能性

タンパク質多量体の創成」 
 
  

 
柔らかな分子系全体合宿会議 
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業績紹介：埋もれた界面、シリカ/水界面の水の構造を決定

Myalitsin, Anton（理研，A02 計画研究協力者） 

浦島周平（理研，A02 計画研究協力者） 

二本柳聡史（理研，A02 計画研究協力者） 

山口祥一（埼玉大・理研，A02 計画研究分担者） 

田原太平（理研，A02 計画研究代表者）     

著 者 ： Anton Myalitsin, Shu-hei Urashima, Satoshi 

Nihonyanagi, Shoichi Yamaguchi, and Tahei Tahara  

雑誌巻号：J. Phys. Chem. C 120, 2016, 9357-9363. 

   

論文題目：“Water Structure at the Buried Silica/Aqueous 

Interface Studied by Heterodyne-Detected Vibrational 

Sum-Frequency Generation” 

 

固体と液体の界面、例えばガラス/水界面は自然科学

および産業科学において非常に重要な役割を担ってい

る。しかしながら固液界面の分子科学的描像は多くの

部分で不明のままである。我々が以前に開発したヘテ

ロダイン検出和周波発生(HD-VSFG)分光法は水界面の

分子構造解析において非常に強力であるが、これまで

は固液界面に適用されていなかった。これは屈折率の

分散がある媒質に埋もれた界面においてスペクトルの

複素位相を決定することが技術的に困難なためである。  

今回我々はシリカ／蒸気界面を参照にしてシリカ／

水界面のHD-VSFG スペクトルを測定する方法を考案

し、これを用いてシリカ／水界面における水の配向と

水素結合構造を決定することに成功した。シリカ／水

界面は典型的な固液界面としてこれまでも様々な研究

がおこなわれてきており基本的ながら大変興味深い系

である。 

これまでの SFG を用いた研究からシリカ／水界面で

は氷のような水素結合構造が形成されていると考えら

れていた（Ice-like モデル）1。その根拠となっていた

のは H2O で測定すると 3200 cm-1 と 3400 cm-1 に二つの

OH バンドが観測されることであった。これを検証す

るために本研究では、同位体希釈水（HOD）を用いて

実験を行った。HOD においては分子間および分子内の

振動のカップリングが除かれ、より簡単な議論が可能

になる。HOD を用いた実験では図 1 の pH12.1 のスペ

クトルで明らかなように氷に帰属できるようなバンド

は観測されない。つまり気水界面で既に議論されてき

たように 2、シリカ／水界面においても Ice-like モデル

は正しくないことが明らかとなった。 

シリカ／水界面の HD-VSFG スペクトルの pH 依存

性は図 2 に示すように pH に依存するシラノール基と

pH に依存しない水素結合部位(たとえばブリッジ酸

素)の二種類の部位を考慮して次のように説明される。

まず、pH12 ではシリカ表面は脱プロトン化したシラノ

レートにより負に帯電しているため水は水素を界面に

向けて配向し（H-up）、これが正の OH バンドを与える。

一方、pH2 ではシリカ表面は中性のシラノールで覆わ

れている。そのため大部分の水はシラノールから水素

結合を受容し水素をバルク側に向けて配向し(H-down)

負のバンドを与える。中性付近ではシラノールとシラ

ノレートの効果が共存している。これに加えて、ブリ

ッジ酸素などは pH に依存せず H-up 配向を誘起する。

これはシラノールに比べて弱い水素結合部位として働

くため、高波数側にいずれの pH においても正のバン

ドを与える。 

シリカ／水界面の HD-VSFG 測定が実現されたこと

から、シリカを基板としてこれに化学修飾や薄膜担持

を施すことによって様々な機能性固体と液体の界面を

HD-SFG で詳細に調べることが実現可能となった。 

 

References 

1. Shen and Ostroverkhov, Chem. Rev. 2006, 106, 1140. 

2. Nihonyanagi, et al. J. Am. Chem. Soc. 2010, 132, 6867. 

 
 図 2. シリカ／水界面の概略図 

  

図 1. 種々のバルク pH で測定したシリカ／水界面の

Im(2)スペクトル。(イオン強度：10mM) 
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業業績績紹紹介介：：時時間間分分解解ヘヘテテロロダダイインン検検出出振振動動和和周周波波発発生生分分光光にによよるる空空気気//水水界界面面のの超超高高

速速水水素素結結合合ダダイイナナミミククススのの研研究究：：フフェェムムトト秒秒領領域域でで進進むむススペペククトトルル拡拡散散をを確確認認  

井上 賢一 (理研・A02計画研究協力者) 

石山 達也 (富山大院理工・A01計画研究分担者) 

二本柳 聡史 (理研・A02計画研究協力者) 

山口 祥一 (埼玉大院理工・A02計画研究分担者) 

森田 明弘 (東北大院理・A01計画研究代表者) 

田原 太平 (理研・A02計画研究代表者) 

 

論文題目："Efficient Spectral Diffusion at the Air/Water 

Interface Revealed by Femtosecond Time-Resolved 

Heterodyne-Detected Vibrational Sum Frequency 

Generation Spectroscopy " 

著 者 ： Ken-ichi Inoue, Tatsuya Ishiyama, Satoshi 

Nihonyanagi, Shoichi Yamaguchi, Akihiro Morita, and 

Tahei Tahara 

雑誌巻号：J. Phys. Chem. Lett. 7, 1811-1815 (2016). 

 

空気/水界面における界面水の超高速振動ダイナミ

クスを時間分解ヘテロダイン検出振動和周波発生分光

法 (Time-resolved heterodyne-detected vibrational sum 

frequency generation: TR-HD-VSFG)と MD シミュレー

ションを用いて研究した。空気/水界面には、水素結合

した OH (HB OH)と空気側に水素原子を突き出して水

素結合していない OH (Free OH)が存在する。今回の研

究では、最近報告された界面特有の極めて遅い振動ダ

イナミクスを示す HB OH の存在を支持する根拠はな

く、HB OHのスペクトル拡散は振動数に依らずフェム

ト秒領域で効率よく進行することが明らかとなった。 

我々のグループは、以前 TR-HD-VSFGを 2次元分光

に拡張した 2次元 HD-VSFGを用いた空気/水界面の超

高速振動ダイナミクス測定を初めて報告した[1]。その

中で、HB OHのスペクトル拡散は振動数に依らず数百

フェムト秒以内に完了すると結論した。しかし、その

後ドイツのグループが同様の実験を行い、3500 cm-1を

励起した場合には、界面特有の極めて遅いダイナミク

スを見せる HB OHが存在すると報告した[2, 3]。この

ように空気/水界面の構造やダイナミクスは未だに共

通の理解が得られていない部分が多い。我々とドイツ

のグループの実験結果の違いは励起光のバンド幅と強

度の違いに起因する可能性がある。そこで、励起光に

細心の注意を払った上で、HB OH 伸縮振動バンドの低

波数領域(3300 cm-1)・高波数領域(3500 cm-1)を選択的に

励起してダイナミクス測定を行った。 

図 1(a)に、TR-HD-VSFG 測定で得られた時間分解

Im(2)スペクトルを示す。3500 cm-1で励起した直後の

ブリーチ(図中正のバンド)は、3300 cm-1で励起した場

合と比較してピーク振動数・バンド幅が明確に異なる。

しかし、1.0ピコ秒後にはほとんど同一のスペクトルが

観測された。この実験結果は、スペクトル拡散がフェ

ムト秒領域で進行していることを示している。また、

ドイツのグループが極めて遅いダイナミクスが存在す

る根拠としたスペクトルは、励起光強度を上げると

我々のグループでも同様に観測された。そのため、こ

れらのスペクトルは強励起によって顕著になった熱化

スペクトルに由来することを示唆している。 

次に、MDシミュレーションを用いて空気/水界面の

速度速度自己相関関数(velocity-velocity autocorrelation 

function: VVAF)の時間変化 (VVAF)を計算した (図

1(b))。遅延時間 0.0ピコ秒には、VVAF は励起波数の

領域に局在しているが、遅延時間 0.6ピコ秒では、HB 

OH バンド全体へと拡散しており、図 1(a)の実験結果

と整合性のとれた結果が得られた。 

以上のことから、実験的にも理論的にも極めて遅い

振動ダイナミクスを支持する根拠はなく、HB OHバン

ドの高波数領域、低波数領域共にフェムト秒領域でス

ペクトル拡散が進むことが明らかとなった。 

本研究はA01班の森田グループとA02班の田原グル

ープとの共同研究の成果である。 

 

引用文献 

[1] P. C. Singh, et al., J. Chem. Phys. 139, 161101 (2013). 

[2] C.-S. Hsieh, et al., Angew. Chem. Int. Ed. 53, 8146 

(2014). 

[3] van der Post, et al., Nat. Commun. 6, 8384 (2015). 

 

図 1. (a) 時間分解Im(2)スペクトル。 

(b) VVAFのシミュレーション結果。 

(黒線) 3300 cm-1 励起、(赤線) 3500 cm-1 励起。 

それぞれピーク強度で規格化したスペクトル。 
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 業業績績紹紹介介：：タタンンパパクク質質エエネネルルギギーー伝伝搬搬ににおおけけるる原原子子間間接接触触のの重重要要性性

近藤 正人* （阪大院理・A02 計画研究協力者）     
水野 操  （阪大院理・A02 計画研究分担者）     
水谷 泰久 （阪大院理・A02 計画研究代表者） 
 *現在 筑波大院数理物質 
 
論文題目：“Importance of Atomic Contacts in Vibrational 
Energy Flow in Proteins” 
著者：Masato Kondoh, Misao Mizuno, and Yasuhisa 
Mizutani 
雑誌巻号：J. Phys. Chem. Lett. 7, 1950–1954 (2016) 
 
反応余剰エネルギーの緩和は、液相中での化学反応

を理解するうえで非常に重要な過程である。この緩和

機構の解明には、分子レベルの空間分解能とピコ秒の

時間分解能でエネルギー分布を求める必要がある。本

研究では、原子の空間スケールでの伝導過程を調べる

ために液相中で三次元構造を安定に保持しているヘム

タンパク質を利用した。すなわち、熱源となる分子と

してヘムを、“温度”のプローブとしてタンパク質に含

まれるトリプトファン残基のアンチストークスラマン

スペクトルを用いた。220-250 nmの紫外光を用いると、

タンパク質中に含まれる芳香族アミノ酸残基の共鳴ラ

マンスペクトルが選択的に得られる。また、アンチス

トークスラマン散乱光の発生は振動励起状態に特有の

現象であるので、その強度から残基がもつ余剰エネル

ギーの大きさを求めることができる。したがって、ヘ

ムの光励起後、アミノ酸残基のアンチストークス共鳴

ラマンスペクトルを時間分解測定することによって、

特定の残基に関するエネルギーの流入・流出を実時間

測定することができる。 
これまでにわれわれはチトクロム c を用いた原理検

証実験においてこの手法の有効性を示し 1、さらに、

異なる位置にトリプトファン残基をもつ変異体タンパ

ク質を用いて、エネルギー散逸の時空間分解観測が可

能であることを示した 2。本研究では、ヘム近傍にト

リプトファン残基を配置したミオグロビン変異体を利

用して、タンパク質内のエネルギー伝達機構について

調べた。 
ミオグロビン中ヘム近傍の 43、68、89 位のアミノ酸

残基を、それぞれトリプトファンに置換した 3 種の変

異体、F43W 、V68W および L89W を作製した。ヘム

の光励起に伴う時間分解紫外共鳴ラマンスペクトルで

は、3 種の変異体いずれについても、光励起後アンチ

ストークスバンドが数ピコ秒で立ち上がり、数十ピコ

秒で減衰した。アンチストークスバンドの立ち上がり

と減衰は、それぞれトリプトファン残基の振動励起状

態の増加と減衰に対応する。バンド強度の時間変化を

解析した結果、励起状態の増加速度は主鎖に沿った距

離とは無関係であった。このことは、ヘムから放出さ

れた余剰エネルギーは、共有結合を介してではなく、

ヘムとアミノ酸残基との原子間接触を介して伝搬して

いることを示す。また、励起状態の減衰速度は各位置

でのトリプトファン残基の溶媒露出面積とよい相関を

示した。これは、溶媒である水分子がエネルギー散逸

における効率の良いエネルギー受容体であることを示

唆している。以上の結果は、タンパク質のエネルギー

伝搬において、原子間接触が重要な因子であることを

示している。 
水分子へのエネルギー散逸を考察するうえで、A01

班の北尾彰朗氏、竹村和浩氏によって計算していただ

いた溶媒露出面積のデータが大いに役立った。お二人

の協力に深く感謝する。 
 

 

 

引用文献 
[1] N. Fujii; M. Mizuno; Y. Mizutani, J. Phys. Chem. B 115, 
13057-13064 (2011). 
[2] N. Fujii; M. Mizuno; H. Ishikawa;Y. Mizutani, J. Phys. 
Chem. Lett. 5, 3269–3273 (2014). 

図 タンパク質のエネルギー伝搬において、原子間接触が

重要な因子であることを新たに見いだした 
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 業績紹介：三種のイオンポンプ型ロドプシンの機能転換研究

井上 圭一 （名工大・A03 計画研究連携研究者） 

神取 秀樹 （名工大・A03 計画研究代表者） 
 

論 文 題 目 :"Asymmetric Functional Conversion of 
Eubacterial Light-driven Ion Pumps " 
著者: Keiichi Inoue, Yurika Nomura, and Hideki Kandori* 
雑誌巻号: J. Biol. Chem. 291, 9883-9893 (2016). 
 

微生物型ロドプシンは細菌などが持つ７回膜貫通型

構造をした光受容膜タンパク質である。微生物型ロド

プシンを持つ細菌は、海洋を中心に広く自然界に分布

し、これまでに 1 万種近くが報告されている。また微

生物型ロドプシンは光によって様々な機能を発現する

が、その機能にも多くのバラエティが存在する。中で

も最も多いのが、光のエネルギーを使って H+や Cl-な

どのイオンを能動輸送する光駆動イオンポンプであり、

最近では我々のグループから外向きに Na+を輸送する

Na+ポンプ型ロドプシンも報告された[1, 2] 
これまで個々のロドプシンの機能メカニズムについ

ては様々な手法で詳しく調べられてきたが、同一の場

所に発色団レチナールが結合した共通の７回膜貫通構

造を持つにも関わらず、それぞれのロドプシンが輸送

するイオン種がどのように制御されているのかはよく

わかっていない。そこで我々は真正細菌型の H+、Na+、

Cl-の三種類のイオンポンプロドプシンについて、互い

の重要なアミノ酸残基を入れ換え、更にその数を段階

的に増やすことで、どの段階で入れ換えた先の機能が

発現するのかを調べる機能転換研究を行い、各ポンプ

機能を生み出す必要十分条件の解明を試みた。 
その際、ロドプシン機能に重要なアミノ酸残基が多

い三番目のヘリックス上にあり、各ポンプでユニーク

な残基が保存されている「モチーフ配列」にまず着目

した。真正細菌型の H+、Na+、Cl-はそれぞれ、DTE、
NDQ、NTQ 型モチーフを持つが、それらの入れ替えだ

けでは DTE 型にした Na+ポンプが極めて弱い H+ポン

プ機能を示すだけであった。そこで更なるアミノ酸変

異を検討したところ Na+→H+、Cl-→H+、Cl-→H+の三つ

については、「モチーフ＋１残基」で機能転換が達成さ

れた。しかし、それらの逆方向はより多くのアミノ酸

を変異しても機能転換されなかった（図 1）。そしてこ

れらの機能転換の成否をロドプシンの系統樹と比較し

たところ、機能転換が可能なのは分子進化に逆行する

ものであり、進化軸に沿った機能転換は非常に困難で

あることがわかった（図 2）。この事実は祖先の分子の

機能に重要な構造的エッセンスは子孫でも保存されて

いる一方で、新規機能の獲得には多くの変異が必要な

事を示唆している。今回の研究により、イオンポンプ

型ロドプシンの機能を決定するアミノ酸の要因の一部

を解明できただけでなく、それらの分子進化について

の知見を得ることにも成功した。今回得られた成果は

2016 年 3 月 10 日付の化学工業日報の朝刊で報道され

ている。 
神取グループでは、本領域において光応答性タンパ

ク質である①ロドプシン、②フラビンタンパク質を対

象に、共通の構造構築から多彩な機能が生じるメカニ

ズムを実験的に明らかにすることを目指している。構

造と機能を結ぶタンパク質の「柔らかさ」の起源を解

明するための手法として有力なのは、機能の異なるタ

ンパク質の間での機能転換の試みであり、今回の H+・

Cl-をポンプするロドプシンに Na+ポンプを加えた 6 通

りの機能転換は、神取グループが本領域の目標として

設定した最重要課題であった。対になる機能転換のい

ずれもが非対称になるという実に興味深い結果が得ら

れたので、今後は機能を決定する分子メカニズムを明

らかにしたいと考えている。 
[1] Inoue, K., et al. Nat. Commun. (2013), 4, 1678. 
[2] Inoue, K., et al. Trends. Microbiol. (2014), 23, 91. 

図 1. H+, Na+, Cl-ポンプ型ロドプシンの間の機能転換 図 2.ロドプシンの系統樹と今回の機能転換の結果の比較 
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業績紹介：インドール－パラジウム配位結合における-連続性の解明

村橋 哲郎 （東工大・A03 計画研究代表者） 
山本 浩二 （分子研・A03 計画連携研究者） 
 

論文題目： "– Continuum in Indole–Palladium(II) 

Complexes" 

著者：Koji Yamamoto, Seita Kimura, Tetsuro Murahashi 

雑誌巻号：Angew. Chem. Int. Ed. 55, 5322 (2016). 

 

ヘテロアレーン―パラジウム錯体はヘテロアレーン

類の直接的官能基化などの分子変換反応における重要

な鍵中間体と考えられており、その配位結合様式につ

いて興味が持たれている。例えば、インドールは求核

性の高い 3 位の炭素原子上でパラジウム中心に-配位

すると推測されてきた。しかしながら、ヘテロアレー

ン―パラジウム結合が弱いために錯体の単離が容易で

はなく、配位構造の理解は十分におこなわれていなか

った。我々は、アレーン―金属錯体が-配位から-配

位へと連続的に配位形式を変化させる性質を持つこと

に発想を得て、ヘテロアレーン－金属錯体においても

金属中心の電子状態に応じて-配位の連続的な変化

を示すのではないかと考えた(図 1)。本研究では、置換

活性なアセトニトリル配位子を有する種々のパラジウ

ム(II)錯体に対してインドール配位子の導入を行い、イ

ンドール―パラジウム配位結合の結合様式を実験・理

論両面から系統的に調べた。その結果、インドール―

パラジウム配位結合における連続性を実証するこ

とに成功した。 

連続性は、X 線単結晶構造解析により得られた

実験構造パラメータ、および理論計算により得られた

構造パラメータを用いて解明した。強い-結合性を持

つ N-メチルインドール Pd 錯体は、3 つのニトリル配

位子を持つジカチオン性パラジウム(II)錯体において

観測され、インドールが 3 位で1-C)-配位している

(図 2)。この錯体では、フリーのインドールと比べて、

N1C2 結合は短く、また、C2C3 結合は長くなってお

り、これらの結合長はカチオン性インドリウムの

N1C2、C2C3 結合と同程度であった。一方、1-C)-

中間体形式を持つ N-メチルインドール Pd 錯体は、ビ

スホスフィン配位子をパラジウム(II)中心上に導入し

た場合に観測され、N1C2 結合長や C2C3 結合長は、

フリーのインドールの結合長に近い値を示した(図 2)。

インドール―パラジウム(II)錯体における連続性

は理論計算により裏付けられた。-配位性が大きくな

るにつれて N1C2 の結合長が短くなる一方で C2C3

および N1C7a の結合長は長くなる傾向がみられ、こ

れらの結合長の変化の度合が性を評価する際のよ

い指標になる。また、インドール配位子上の正電荷の

大きさやインドール骨格平面と C3H 結合軸との交角

(3 位炭素の sp3 性)も性を評価する上でよい指標に

なることもわかった。 

本研究により明らかとなったヘテロアレーン金属錯

体における-配位連続性は、金属―アレーン配位結合

の「柔らかさ」を示すものであり、金属錯体によるヘ

テロアレーン活性化に関する重要な知見を与えると考

えられる。すなわち、配位形式の相違（-配位、-

中間体配位、-配位）により、ヘテロアレーン類の反

応活性が異なることが考えられ、触媒的ヘテロアレー

ン変換反応における反応性や位置選択性等の起源の解

明につながる可能性がある。 

図 1. インドール―パラジウム錯体における-配位連

続性 

 

図 2. 結合性を持つ N-メチルインドール Pd 錯体 

(左)と1-C)-中間体形式を持つ N-メチルインドー

ル Pd 錯体(右)の X 線結晶構造 
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理理化化学学研研究究所所一一般般公公開開ににててアアウウトトリリーーチチ活活動動をを行行いいままししたた

石井 邦彦 （理研・A02 計画研究分担者） 
田原 太平 （理研・A02 計画研究代表者） 
 

平成 28 年 4 月 23 日（土）に、理化学研究所の和光

キャンパス（埼玉県和光市）で一般公開が催されまし

た。この一般公開は毎年春に行われる行事で、理研も

大変力を入れて開催しています。物理、化学、生物、

工学にわたる多くの研究室がそれぞれに工夫を凝らし

た展示を行い、また理研の研究者による講演会なども

企画されます。今年は 113 番元素を発見した森田浩介

元准主任研究員（現九州大学教授）の講演も行われま

した。毎年、家族連れの方、学生の方、また専門的な

興味を持つ技術者の方まで、科学・技術に興味を持た

れる多くの方々が理研和光キャンパスを訪れます。こ

の日は天候にも恵まれ、約八千名の参加者がありまし

た。 

この一般公開で田原グループは毎年、「不思議な光

レーザーで探る分子ミクロ世界」という体験型の展示

を行っています。これでは、手作りの簡単な装置を使

って、吸収スペクトル測定や顕微分光の原理など、分

光計測とは何かについて一般の方にわかりやすく説明

しています。 
これに合わせて、一昨年、昨年に引き続き「柔らか

な分子系」のコーナーを設けてわれわれの新学術領域

のアウトリーチ活動を行いました。このコーナーで行

った「タンパク質に触れてみよう」と題した展示の内

容は、ハプティックデバイスを用いてモニター画面に

表示されたタンパク質分子の形を手で感じてみる、と

いうものです。コンピュータグラフィックスで表示さ

れたタンパク質を“触れる”ということで、多くの方

が興味を持たれ、順番待ちの列ができるほどでした。 
本企画には 100 名以上の方に参加していただき、今

年も大成功でした。参加者の中にはハプティックデバ

イスと我々の研究の関連について質問される方も多く、

「柔らかな分子系」について説明する良いきっかけに

なります。このハプティックデバイスはアウトリーチ

活動のために本新学術領域で購入し、総括班の田原グ

ループ、北尾グループで管理しています。他の班員の

方も機会があればぜひご活用ください。 

 
普段は静かなキャンパスもこの日は 

多くの人でにぎわいます。 

 

 
（上）田原グループの展示風景。 
（下）「柔らかな分子系」の展示。 

ハプティックデバイス 
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